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「災害に強いまちづくり」
「公契約と入札制度改革」「児童発達支援体制」
「御油の松並木の保全」「第２９回豊川手筒まつり」
「土地利用規制の緩和」
「文化政策の現状と今後の展望」
「密集市街地整備事業」
「教職員の多忙化解消」
「地域コミュニティとの協働のまちづくり」
「図書館の取り組み」
「休日保育・時間外保育」「がん対策」「介護予防事業」
「豊川市開発ビルの経営状況」
「環境基本計画における生物多様性保全への取り組み」
「行政当局の政務活動費への関わり方」「薔薇のまちＴＯＹＯＫＡＷＡ　
　を目指して」
「将来の人口」
「高齢者を対象とした生涯学習のあり方」「北朝鮮による拉致問題啓　
　発週間における取り組み」
「『捨てねこ・野良ねこ』問題の解決に向けて」「自衛隊の南スーダン　
　ＰＫＯ派遣」「愛知県の『病床削減』計画（『愛知県地域医療構想』）」
「スズキ自動車豊川工場跡地予定地へのイオンモール進出計画」
「小坂井地区リーディング事業・複合施設建設への住民の意見に対する
　考え方」「介護保険事業」
「高齢者の交通死亡事故対策」
「定員適正化計画と効率的な組織体制」

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針など
を質問することです。質問時間は30分（答弁の時間は除く）で、一括方式（質問回数3回）または、
一問一答方式（質問回数無制限）で行っています。
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページで公開する
インターネット中継（録画）、会議録をご覧ください。

井川　郁恵
堀内　重佳
平松　八郎
神谷謙太郎
星川　博文
柴田　輝明
柴田　訓成
石原　政明
冨田　　潤
大野　良彦
今泉　淳乙
中村　浩之
倉橋　英樹

浦野　隼次
八木　月子

安間　寛子

佐藤　郁恵

早川　喬俊
野本　逸郎

一
般

質

問

一般質問とは

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

【
問
】
女
性
の
視
点
に
立

っ
た
防
災
対
策
や
避
難
所

運
営
の
今
後
の
考
え
方
は
。

【
答
】
女
性
目
線
で
考
え

る
避
難
所
運
営
検
討
会
を

今
後
も
継
続
的
に
開
催
し
、

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
備
蓄
品
を
検
討
す
る
参

考
と
し
た
い
。

【
問
】
今
年
度
に
実
施
し

た
備
蓄
品
拡
充
の
内
容
は
。

【
答
】
避
難
所
用
更
衣
室

兼
授
乳
室
を
追
加
し
、
乳

児
用
哺
乳
瓶
を
使
い
捨
て

に
変
更
し
、
配
備
し
た
。

【
問
】
今
後
の
避
難
所
運

営
訓
練
の
推
進
の
考
え
は
。

【
答
】
自
主
防
災
会
に
働

き
か
け
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、

更
衣
室
兼
授
乳
室
な
ど
の

設
営
訓
練
を
学
校
施
設
で

実
施
し
、
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
の
理
解
が
深
め
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

【
問
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
対
す
る
情
報
伝
達
手
段

の
拡
充
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
国
が
行
う
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
や
市
が
行
う
エ
リ
ア

メ
ー
ル
が
あ
り
、
災
害
時

に
は
市
の
公
式
ツ
ィ
ッ
タ

ー
等
で
も
情
報
提
供
す
る
。

井
　
川
　
郁
　
恵

女
性
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
対
策
や

避
難
所
運
営
の
今
後
の
考
え
方
は
？

一般質問

更衣室兼授乳室

①

営
訓
練
の
推
進
の
考
え
は
。

①Ｊアラート
　対処に時間的余裕のない
事態に関する緊急情報を人
工衛星を用いて送信し、市町
村防災行政無線等を自動起
動することにより、住民に緊
急情報を瞬時に伝達する「全
国瞬時警報システム」のこと。
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一般質問

【
問
】
松
並
木
の
後
継
樹

育
成
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
愛
護
会
と
共
同
で

並
木
の
松
か
ら
種
子
を
採

取
し
、
苗
を
育
て
、
並
木

土
手
に
後
継
樹
と
し
て
補

植
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
御
油
、
赤
坂
に
あ

る
文
化
財
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
考
え
は
。

【
答
】
旅
籠
大
橋
屋
の
保

存
修
理
後
の
公
開
活
用
に

向
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
に
わ
た
り
検
討
し
、

文
化
財
群
と
し
て
観
光
面

も
含
め
た
活
用
を
図
る
。

【
問
】
手
筒
ま
つ
り
来
場

者
の
安
全
対
策
は
。

【
答
】
有
事
の
際
に
は
迅

速
に
誘
導
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
メ
ー
ン
の
出

入
り
口
か
ら
桟
敷
席
に
か

け
て
の
通
路
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、

体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

【
問
】
手
筒
ま
つ
り
の
会

場
を
変
更
す
る
考
え
は
。

【
答
】
公
共
交
通
機
関
の

利
用
も
可
能
で
、
来
場
者

や
関
係
者
の
駐
車
場
も
確

保
で
き
て
い
る
た
め
、
引

き
続
き
、
市
野
球
場
で
開

催
す
る
。

【
問
】
公
契
約
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
組
織
は
。

【
答
】
課
長
級
の
職
員
で

構
成
す
る
公
契
約
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
を
10
月
に

立
ち
上
げ
、
調
査
、
研
究

と
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
今
後
の
公
契
約
条

例
制
定
に
向
け
た
取
り
組

み
と
進
め
方
は
。

【
答
】
入
札
及
び
契
約
制

度
改
革
と
し
て
、
最
低
制

限
価
格
制
度
や
一
般
競
争

入
札
を
委
託
等
へ
拡
大
す

る
た
め
の
検
討
と
、
31
年

度
以
降
の
労
働
報
酬
下
限

額
設
定
、
条
例
化
に
向
け

て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

【
問
】
児
童
発
達
支
援
体

制
整
備
の
目
標
年
次
は
。

【
答
】
課
題
を
踏
ま
え
て
、

31
年
度
末
を
目
標
に
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
く
。

【
問
】
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
時
期
は
。

【
答
】
自
治
体
規
模
に
見

合
っ
た
福
祉
型
の
設
置
が

目
標
で
、
設
置
時
期
は
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
国
が

32
年
度
ま
で
に
各
市
町
村

に
１
カ
所
以
上
の
設
置
を

提
言
し
て
い
る
た
め
検
討
、

協
議
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。

【
問
】
暫
定
用
途
地
域
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
第
６
次
総
合
計
画

に
お
い
て
拠
点
周
辺
へ
の

居
住
促
進
の
手
法
と
し
て

土
地
利
用
規
制
の
緩
和
を

位
置
づ
け
て
お
り
、
暫
定

用
途
地
域
の
解
消
に
向
け

た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

【
問
】
土
地
区
画
整
理
事

業
が
実
施
さ
れ
な
い
と
、

暫
定
用
途
地
域
は
解
消
さ

れ
な
い
の
か
。

【
答
】
諸
条
件
は
あ
る
が
、

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
地

域
住
民
と
十
分
に
協
議
さ

れ
、
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、

長
期
的
な
整
備
計
画
に
よ

る
解
消
や
基
盤
整
備
状
況

を
維
持
す
る
形
で
解
消
す

る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

【
問
】
７
カ
所
の
暫
定
用

途
地
域
の
中
で
最
初
に
平

尾
地
区
に
お
い
て
解
消
の

取
り
組
み
を
す
る
理
由
は
。

【
答
】
骨
格
と
な
る
都
市

計
画
道
路
が
既
に
整
備
さ

れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
西

部
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
に
よ
り
、
不
足
す
る

基
盤
施
設
が
解
消
さ
れ
る

な
ど
の
条
件
が
整
っ
て
い

る
と
判
断
し
た
た
め
。

平
　
松
　
八
　
郎

御
油
の
松
並
木
の

後
継
樹
育
成
の
取
り
組
み
は
？

堀
　
内
　
重
　
佳

公
契
約
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
組
織
は
？

神
　
谷
　
謙
太
郎

暫
定
用
途
地
域
に
つ
い
て
の

考
え
は
？

国指定天然記念物　御油の松並木

②暫定用途地域
　土地区画整理事業などの面的な公
共施設の整備を前提として、新たに
市街化を図る区域について、その整
備に備え、用途地域を原則、第一種
低層住居専用地域とし、建ぺい率、
容積率、建築物の高さの限度を低く
設定している地域。

②
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【
問
】
本
市
の
教
職
員
の

勤
務
の
実
態
は
。

【
答
】
教
員
の
勤
務
時
間

は
週
38
時
間
45
分
と
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
昨
年
度

の
調
査
で
は
、
小
学
校
は

50
か
ら
80
時
間
の
教
員
が

約
８
割
、
中
学
校
は
60
か

ら
100
時
間
の
教
員
が
８
割

を
超
え
て
い
た
。

【
問
】
教
職
員
の
多
忙
化

が
進
む
要
因
は
。

【
答
】
各
教
科
の
学
習
内

容
の
増
加
、
小
学
校
の
英

語
科
、
道
徳
の
教
科
化
に

よ
る
研
修
の
増
加
、
中
学

校
で
の
部
活
動
の
指
導
。

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

暴
力
行
為
、
虐
待
な
ど
特

別
な
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
や
保
護
者
と
の
面
談
、

家
庭
訪
問
の
機
会
の
増
加

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
問
】
教
員
の
負
担
軽
減

に
対
す
る
国
県
の
動
向
は
。

【
答
】
文
科
省
で
は
教
員

の
時
間
外
勤
務
を
現
行
の

半
分
程
度
に
削
減
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
た
い
と
し

て
い
る
。
県
教
育
委
員
会

で
は
教
員
の
多
忙
化
解
消

プ
ラ
ン
︵
仮
称
︶
を
今
年

度
中
に
ま
と
め
る
。

【
問
】
行
政
を
始
め
と
す

る
支
援
体
制
と
役
割
は
。

【
答
】
市
で
は
、
密
集
市

街
地
整
備
推
進
部
会
を
設

置
し
、
支
援
体
制
を
整
え
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
取

っ
た
。
ま
た
、
防
災
の
専

門
的
な
知
識
を
持
つ
大
学

の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
円
滑
な
課
題
整
理
、

地
元
の
意
見
を
引
き
出
す

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
で
企

画
立
案
、
運
営
に
貢
献
し

て
い
た
だ
い
た
。

【
問
】
牛
久
保
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
。

【
答
】
計
画
で
の
位
置
づ

け
は
な
い
が
、
巨
大
地
震

へ
の
備
え
と
し
て
、
即
効

性
の
あ
る
短
期
的
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
手
が
け
、
市

街
地
の
安
全
性
を
図
る
。

【
問
】
今
後
ほ
か
の
地
域

に
展
開
し
て
い
く
考
え
は
。

【
答
】
再
度
選
定
ポ
イ
ン

ト
を
整
理
し
、
事
業
地
区

の
選
定
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
客
観
的
な
ま
ち
の

状
況
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
や
る
気
と
熱
意
、
自
主

防
災
の
実
態
や
活
動
状
況

か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
。

柴
　
田
　
訓
　
成

本
市
の
教
職
員
の
勤
務
の
実
態
は
？

柴
　
田
　
輝
　
明

牛
久
保
地
区
に
お
け
る

密
集
市
街
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

【
問
】
と
よ
か
わ
文
化
芸

術
創
造
プ
ラ
ン
策
定
後
、

特
に
力
を
入
れ
た
事
業
は
。

【
答
】
ホ
ー
ル
へ
足
を
運

べ
な
い
子
ど
も
に
芸
術
に

触
れ
る
機
会
を
与
え
る
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
や
、
直

接
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

【
問
】
セ
ン
タ
ー
機
能
に

つ
い
て
の
課
題
と
進
捗
は
。

【
答
】
行
政
の
課
題
は
人

材
確
保
で
、
市
民
組
織
の

課
題
は
専
門
性
の
確
保
と

自
立
し
た
組
織
力
で
あ
る
。

現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
今
後
は
不
足

す
る
要
素
を
洗
い
出
し
、

対
策
を
考
え
て
い
く
。

【
問
】
新
た
な
行
政
課
題

の
解
決
の
た
め
の
文
化
政

策
に
お
け
る
取
り
組
み
は
。

【
答
】
ゼ
ロ
歳
児
と
子
育

て
中
の
親
を
対
象
と
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者

へ
の
取
り
組
み
は
福
祉
分

野
と
連
携
を
図
り
、
見
る

だ
け
で
は
な
く
参
加
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

星
　
川
　
博
　
文

文
化
施
策
の
現
状
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

一般質問

③アウトリーチ事業
　公的機関、公共的文化施設などが行う地
域への出張サービスのこと。例えば、プロ
のアーティストが学校や福祉施設に出向
いてミニコンサートを行う事業がある。
④センター機能
　本市の文化芸術の拠点となるもので、役
割としてはきめ細かなソフト事業の展開
をすること。

③

④
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一般質問

【
問
】
「
た
め
に
な
る
図

書
館
」
と
し
て
の
取
り
組

み
は
。

【
答
】
現
在
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
の
は
「
た
め
に

な
る
図
書
館
」
と
し
て
の

役
割
で
、
市
の
施
策
の
Ｐ

Ｒ
と
関
連
図
書
を
展
示
す

る
図
書
館
コ
ラ
ボ
展
示
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三

つ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
タ
イ
ム
リ

ー
な
情
報
や
豆
知
識
を
織

り
交
ぜ
、
た
め
に
な
る
情

報
を
発
信
し
て
い
る
。

【
問
】
グ
ル
ー
プ
の
研
究

会
活
動
な
ど
へ
部
屋
を
貸

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
中
央
図
書
館
は
部

屋
数
が
少
な
い
た
め
、
現

状
で
も
定
期
的
な
利
用
予

約
は
難
し
い
。
事
前
の
予

約
は
で
き
な
い
が
、
２
か

ら
７
名
で
、
１
時
間
利
用

の
グ
ル
ー
プ
研
究
室
を
活

用
し
て
ほ
し
い
。

【
問
】
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】
展
示
だ
け
で
な
く
、

他
部
署
の
講
座
や
講
演
会

な
ど
の
会
場
と
し
て
中
央

図
書
館
を
利
用
し
て
も
ら

い
、
そ
の
関
連
図
書
を
紹

介
す
る
な
ど
の
連
携
を
図

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
町
内
会
の
課
題
解

消
へ
の
行
政
の
対
策
は
。

【
答
】
加
入
率
の
減
少
対

策
と
し
て
、
補
助
制
度
に

よ
り
、
加
入
促
進
活
動
を

支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

役
員
の
担
い
手
不
足
対
策

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
行

っ
て
い
る
。

【
問
】
地
域
自
治
活
性
化

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
制
度
の
新
設
で
は

な
く
、
引
き
続
き
、
地
域

の
意
見
の
行
政
施
策
へ
の

反
映
な
ど
を
推
進
し
つ
つ
、

加
入
促
進
や
役
員
の
負
担

軽
減
に
取
り
組
み
、
町
内

会
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
先
進
事
例
な
ど
の

調
査
、
検
討
を
行
う
。

【
問
】
地
域
担
当
職
員
制

度
に
よ
り
、
市
職
員
が
町

内
会
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

る
考
え
は
。

【
答
】
市
と
町
内
会
は
互

い
に
自
立
し
た
対
等
な
立

場
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。
職
員
が
、

地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
、

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
参
画
す
る
こ
と
も

必
要
と
考
え
る
。

【
問
】
本
市
の
保
育
事
業

へ
の
ニ
ー
ズ
と
対
応
は
。

【
答
】
３
歳
未
満
児
受
け

入
れ
増
と
午
後
７
時
半
ま

で
の
延
長
保
育
実
施
園
増

加
へ
の
要
望
が
多
い
。
今

後
実
現
に
努
力
し
て
い
く
。

【
問
】
本
市
の
健
康
づ
く

り
の
中
で
の
が
ん
対
策
は
。

【
答
】
が
ん
は
本
市
の
死

因
の
３
割
を
占
め
て
い
る
。

国
県
に
倣
い
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
計
画
見
直
し
で

は
が
ん
死
亡
者
数
減
少
の

目
標
値
設
定
を
検
討
す
る
。

【
問
】
佐
賀
県
な
ど
で
の

胃
が
ん
対
策
と
し
て
の
ピ

ロ
リ
菌
除
去
へ
の
考
え
は
。

【
答
】
胃
が
ん
発
生
リ
ス

ク
の
減
少
に
有
効
と
考
え

る
が
、
実
施
に
つ
い
て
は

国
の
動
向
や
先
進
地
の
事

例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

【
問
】
介
護
予
防
事
業
の

今
後
と
評
価
方
法
は
。

【
答
】
運
動
器
機
能
向
上

教
室
を
今
年
度
８
教
室
、

来
年
度
12
教
室
に
拡
充
し
、

事
業
者
の
育
成
を
図
る
。

長
期
に
わ
た
り
教
室
参
加

者
の
初
回
の
要
介
護
認
定

の
年
齢
を
調
査
し
、
事
業

評
価
に
生
か
し
て
い
く
。

冨
　
田
　
　
　
潤

中
央
図
書
館
を

さ
ら
に
人
の
集
ま
る
施
設
に

石
　
原
　
政
　
明

町
内
会
が
抱
え
る
課
題
解
消
に

向
け
て
の
行
政
の
対
策
は
？

大
　
野
　
良
　
彦

休
日
保
育
と
が
ん
対
策
及
び

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

 中央図書館



議会だより No.180　10

【
問
】
本
市
の
生
物
多
様

性
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
。

【
答
】
里
地
・
里
山
の
保

全
を
掲
げ
、
森
林
保
全
意

識
の
啓
発
と
し
て
里
山
保

全
活
動
を
行
う
人
材
を
育

成
し
、
市
民
に
よ
る
里
山

管
理
を
推
進
す
る
た
め
、

体
験
学
習
講
座
「
里
山
保

全
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
て
い
る
。

【
問
】
里
山
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
る
市
民
団
体
に

対
す
る
市
か
ら
の
補
助
は
。

【
答
】
現
在
は
な
い
。

【
問
】
資
源
化
施
設
の
処

理
手
数
料
の
一
部
を
基
金

化
し
、
支
援
す
る
考
え
は
。

【
答
】
処
理
手
数
料
は
施

設
の
管
理
運
営
費
に
充
て

る
べ
き
で
、
基
金
化
す
る

考
え
は
な
い
。

【
問
】
里
海
、
里
川
に
対

し
て
も
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
考
え
は
。

【
答
】
里
山
か
ら
川
、
海

へ
と
つ
な
が
る
自
然
を
守

る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、

現
在
活
動
し
て
い
る
団
体

も
あ
る
。
各
団
体
と
協
調

し
、
各
種
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
も
必
要
と
思
わ
れ
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

【
問
】
開
発
ビ
ル
へ
の
無

利
子
融
資
の
実
績
と
追
加

融
資
の
考
え
は
。

【
答
】
計
画
ど
お
り
実
施

し
、
以
後
、
追
加
は
な
く
、

現
時
点
で
予
定
も
な
い
。

【
問
】
大
き
な
空
床
が
発

生
し
、
長
期
間
、
借
り
手

が
な
い
場
合
の
考
え
は
。

【
答
】
テ
ナ
ン
ト
リ
ー
シ

ン
グ
に
全
力
を
挙
げ
て
も

ら
う
が
、
市
民
要
望
等
に

よ
り
市
内
の
中
心
部
に
公

共
施
設
が
必
要
と
さ
れ
れ

ば
公
共
施
設
配
置
の
可
能

性
は
あ
る
。

【
問
】
固
定
負
債
の
返
済

に
よ
る
資
金
シ
ョ
ー
ト
を

回
避
す
る
見
通
し
は
。

【
答
】
現
在
の
返
済
計
画

で
は
、
30
年
度
に
資
金
不

足
に
陥
る
。
市
へ
の
返
済

額
の
見
直
し
、
豊
川
信
用

金
庫
へ
の
返
済
方
法
に
つ

い
て
の
調
整
を
行
い
、
見

直
し
た
収
支
計
画
案
を
来

年
度
予
算
説
明
時
ま
で
に

示
し
た
い
。

【
問
】
第
三
者
委
員
会
な

ど
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
。

【
答
】
第
三
者
委
員
会
で

は
な
く
会
社
内
で
検
討
し
、

よ
り
よ
い
経
営
を
目
指
す
。

【
問
】
政
務
活
動
費
の
交

付
額
や
内
容
な
ど
を
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
の
審
議

内
容
に
含
め
る
考
え
は
。

【
答
】
現
在
は
、
議
員
報

酬
と
市
長
等
の
給
料
の
額

に
つ
い
て
、
審
議
会
の
意

見
を
聞
く
も
の
と
条
例
で

定
め
て
お
り
、
審
議
事
項

に
加
え
る
考
え
は
な
い
。

他
市
の
審
議
状
況
に
関
す

る
情
報
収
集
を
行
い
、
動

向
把
握
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
バ
ラ
を
活
用
し
た

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
取
り

組
み
状
況
は
。

【
答
】
今
年
度
は
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
の
首
都

圏
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

で
の
Ｐ
Ｒ
や
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
豊
川
市

産
バ
ラ
の
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ

ワ
ー
を
加
え
た
。

【
問
】
市
の
花
に
バ
ラ
の

追
加
を
検
討
す
る
考
え
は
。

【
答
】
市
の
花
サ
ツ
キ
は

市
民
投
票
で
決
定
し
、
市

民
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い

る
。
見
直
し
に
は
市
民
の

総
意
が
必
要
と
考
え
る
が
、

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
と

は
い
え
ず
、
現
在
、
検
討

す
る
考
え
は
な
い
。

中
　
村
　
浩
　
之

環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
へ
の
活
動
支
援
策
に
つ
い
て

今
　
泉
　
淳
　
乙

開
発
ビ
ル
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

倉
　
橋
　
英
　
樹

政
務
活
動
費
を
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

審
議
内
容
に
含
め
る
考
え
は
？

一般質問

 ラテン語で「一番」を意味するプリオ

全国１位の生産量　豊川市のバラ

回
避
す
る
見
通
し
は
。

⑤資金ショート
　手元の資金
が少なくなり、
資金繰りが立
ち行かなくな
ること。

⑤
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一般質問

【
問
】
第
３
次
生
涯
学
習

推
進
計
画
に
お
け
る
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
施
策
は
。

【
答
】
地
域
の
再
発
見
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
促
す
講
座
や
定
年
退
職

者
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
、

祖
父
母
の
学
び
に
よ
る
家

庭
教
育
力
の
向
上
、
各
種

講
座
等
の
自
主
サ
ー
ク
ル

化
の
推
進
な
ど
、
学
び
が

仲
間
づ
く
り
や
地
域
貢
献

に
つ
な
が
る
施
策
が
あ
る
。

【
問
】
地
域
で
の
高
齢
者

向
け
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
講
座
開
設
の
見
通
し
は
。

【
答
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
必
要
と
し
な
い
パ

ソ
コ
ン
講
座
の
拡
充
は
可

能
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
を
利
用
す
る
講
座

は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

す
る
た
め
、
別
途
通
信
環

境
の
整
備
が
必
要
な
の
で
、

今
後
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
な

が
ら
検
討
す
る
。

【
問
】
拉
致
問
題
に
対
す

る
本
市
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
中
に
、
ポ

ス
タ
ー
を
市
役
所
等
に
掲

示
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

記
事
を
掲
載
し
て
い
く
。

【
問
】
野
良
ね
こ
を
増
や

さ
な
い
正
し
い
飼
い
方
と

啓
発
を
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
】
正
し
い
飼
い
方
は
、

最
後
ま
で
責
任
を
持
ち
、

室
内
で
飼
い
、
去
勢
不
妊

手
術
を
す
る
こ
と
。
啓
発

の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
情
報
を
掲
載
、
市
役
所

の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
備
、
広
報
に

動
物
愛
護
記
事
を
掲
載
し

て
い
る
。

【
問
】
停
戦
合
意
が
崩
れ
、

危
険
な
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら

自
衛
隊
を
撤
退
す
べ
き
と

国
に
訴
え
る
考
え
は
。

【
答
】
国
際
社
会
で
国
家

の
存
立
に
関
わ
る
事
務
は

国
が
担
う
も
の
で
あ
り
、

一
地
方
公
共
団
体
が
お
答

え
す
る
事
項
で
は
な
い
。

【
問
】
豊
川
市
を
含
む
地

域
で
病
院
ベ
ッ
ド
約
１
千

400
床
を
削
減
目
標
と
す
る

愛
知
県
地
域
医
療
構
想
に

対
す
る
考
え
は
。

【
答
】
計
画
に
は
多
く
の

困
難
が
あ
る
。
他
市
と
連

携
し
、
地
域
医
療
を
守
り
、

将
来
も
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
一
層
努

力
す
る
。

【
問
】
御
津
１
区
第
２
期

分
譲
地
北
側
が
完
売
の
場

合
の
雇
用
創
出
見
込
み
は
。

【
答
】
大
木
地
区
工
業
団

地
の
状
況
を
基
に
推
計
す

る
と
、
従
業
員
は
約

480
人
、

う
ち
市
内
在
住
者
が
約

130

人
と
見
込
め
、
人
口
減
少

の
抑
制
に
有
効
。

【
問
】
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
よ

か
わ
活
性
化
事
業
を
利
用

し
実
施
し
た
子
育
て
世
代

向
け
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
は
。

【
答
】
市
内
の
店
舗
な
ど

に
よ
る
物
販
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
市
内

外
か
ら
約
１
万
人
が
来
場

し
、
出
店
者
の
Ｐ
Ｒ
や
誘

客
に
成
果
が
あ
っ
た
。

【
問
】
子
ど
も
た
ち
の
郷

土
愛
を
育
む
教
育
の
必
要

性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
が
住
む
地
域
を
学
ぶ

活
動
の
中
で
ふ
る
さ
と
の

す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
地

域
に
発
信
し
、
地
域
の
方

の
反
応
を
感
じ
る
こ
と
で
、

地
域
へ
の
自
信
と
誇
り
を

育
ん
で
い
る
。
地
域
と
の

触
れ
合
い
を
通
じ
、
喜
び

や
や
り
が
い
を
味
わ
わ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

八
　
木
　
月
　
子

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

生
涯
学
習
の
今
後
の
取
り
組
み
は
？

安
　
間
　
寛
　
子

捨
て
ね
こ
︑
野
良
ね
こ
を
増
や
さ
な
い

正
し
い
飼
い
方
と
そ
の
啓
発
は
？

浦
　
野
　
隼
　
次

人
口
減
少
を
抑
制
す
る
施
策
に
つ
い
て

チャレンジとよかわ活性化事業
「こどもがわらうとせかいがわらう」

⑥ＩＣＴ
　 I n f o r m a t i o n 　
and Communication 
Technology（ 情 報 通
信技術）の略で、情
報・通信に関する技
術の総称。

⑥
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【
問
】
高
齢
者
の
交
通
事

故
対
策
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

な
ど
を
活
用
し
た
参
加
、

体
験
型
の
教
室
を
開
催
す

る
。
ま
た
、
高
齢
者
へ
の

思
い
や
り
運
転
、
早
め
の

自
転
車
の
ラ
イ
ト
点
灯
、

夜
間
外
出
時
の
反
射
材
の

着
用
を
啓
発
す
る
。

【
問
】
本
市
の
運
転
免
許

証
自
主
返
納
支
援
事
業
の

内
容
は
。

【
答
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
回
数
券
か
反
射
材
付
き

の
傘
を
贈
呈
し
て
い
る
。

【
問
】
今
後
の
進
め
方
は
。

【
答
】
当
分
の
間
は
支
援

事
業
を
継
続
し
、
併
せ
て
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
減
少

に
効
果
的
な
施
策
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
る
。

【
問
】
返
納
し
や
す
い
環

境
整
備
と
し
て
、
タ
ク
シ

ー
、
バ
ス
、
電
車
等
の
利

用
に
対
し
て
補
助
を
行
う

考
え
は
。

【
答
】
県
内
に
は
、
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
支
援
物

品
と
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
た
め
、
他
の
自
治
体

の
取
り
組
み
も
参
考
に
し

て
い
き
た
い
。

【
問
】
産
業
振
興
条
例
を

作
り
、
産
業
活
性
化
の
取

り
組
み
を
強
め
る
考
え
は
。

【
答
】
現
行
の
中
小
企
業

振
興
施
策
で
経
済
の
振
興

を
図
る
考
え
で
あ
り
、
条

例
制
定
の
予
定
は
な
い
。

【
問
】
蔵
子
線
の
無
償
返

還
な
ど
、
ス
ズ
キ
に
地
域

貢
献
を
求
め
る
考
え
は
。

【
答
】
蔵
子
線
の
返
還
を

求
め
る
考
え
は
な
い
。

【
問
】
小
坂
井
地
区
の
複

合
施
設
に
つ
い
て
、
基
本

計
画
案
策
定
後
に
住
民
説

明
会
を
行
う
考
え
は
。

【
答
】
３
月
以
降
に
説
明

会
を
開
催
し
、
基
本
計
画

の
内
容
や
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
説
明
、
基
本
設

計
に
向
け
て
の
意
見
を
伺

う
場
と
す
る
予
定
。

【
問
】
介
護
報
酬
の
引
き

下
げ
に
よ
り
、
介
護
職
の

確
保
が
さ
ら
に
困
難
に
な

る
こ
と
を
懸
念
す
る
が
、

介
護
事
業
者
の
反
応
は
。

【
答
】
11
月
に
事
業
者
へ

説
明
と
意
向
調
査
を
行
っ

た
。
調
査
の
結
果
は
ま
だ

出
て
い
な
い
が
、
今
の
段

階
で
は
、
特
に
意
見
は
聞

い
て
い
な
い
。

【
問
】
職
員
の
少
数
精
鋭

化
の
た
め
の
人
材
育
成
へ

の
認
識
は
。

【
答
】
職
員
の
マ
ン
パ
ワ

ー
が
十
分
に
発
揮
で
き
る

職
場
づ
く
り
と
職
員
個
々

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
極
め

て
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
の
人
事
評
価
制
度
で

は
、
評
価
結
果
を
上
司
か

ら
本
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
育
成
面
接
を
実
施

し
、
職
員
の
教
育
ニ
ー
ズ

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
指

導
を
行
い
、
能
力
開
発
に

結
び
付
け
て
い
る
。

【
問
】
定
員
適
正
化
や
効

率
的
な
組
織
体
制
の
推
進

へ
の
考
え
は
。

【
答
】
行
政
課
題
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
た
め

に
は
、
組
織
体
制
や
人
材

育
成
を
中
心
と
し
た
行
政

経
営
改
革
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
少
数
化

は
一
定
の
成
果
が
出
て
い

る
が
、
精
鋭
化
に
は
到
達

点
が
な
く
、
常
に
上
を
目

指
し
、
継
続
的
に
取
り
組

む
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

今
後
も
行
政
経
営
改
革
に

力
を
入
れ
、
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
の
着
実
な
実
現
を
図
る
。

早
　
川
　
喬
　
俊

高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
の
取
り
組
み
は
？

佐
　
藤
　
郁
　
恵

産
業
振
興
条
例
を
作
り
︑
商
業
等
産
業

活
性
化
の
取
り
組
み
を
強
め
る
考
え
は
？

野
　
本
　

　
郎

職
員
の
少
数
精
鋭
化
の
た
め
の

人
材
育
成
へ
の
認
識
は
？

一般質問

コミュニティバス回数券（左）
反射材付きの傘（右）

⑦第 4 次定員適正化計画の目標と実績
　平成 22 年 4 月の職員数 1,201 人
に対し、平成 27 年 4 月に 1,082 人
を目標とするもの。福祉部門におけ
る行政需要の増加、保育園クラスの
増加等に対応した結果、実績は平成
27 年 4 月に 1,122 人となり、５年
間で 79 人の削減となった。

⑦




